
「支援への不安が少しでも少なくなることを目指して」
事例を通じて、各職種の考え方や関わりを知り

事例に応じた支援のあり方について一緒に考えましょう！
今回は、ALSの症状や経過、支援についてのミニ講義もございます！

お申し込みお待ちしております！
よろしくお願いいたします！

日時：令和７年 １０ 月８ 日（水）

１４：００～１６：００（受付１３：４０〜）

【お問合わせ】
山城北圏域地域リハビリテーション支援センター（担当：田後・大倉）

〒613-0034 京都府久世郡久御山町佐山西ノ口100番地
 0774-48-5500（代） FAX 0774-48-5568

E-Mail yamakita-rh@okamoto-hp.or.jp

【会場】
京都岡本記念病院
３Fおかもとホール

【お申し込み方法】
お申し込みフォーム

FAX
※詳細は裏面参照

【定員】
 ４０ 名（お申し込みの先着順）

山城北圏域地域リハビリテーション支援センター事業

令和７年度 難病 事例検討会

参加
無料

【対象】
山城北圏域における

医療・介護・障害福祉の従事者様

看護職・介護職・リハビリテーション職
介護支援専門員等

【内容】

  ALSについて一緒に考えましょう
〜多職種の関わりと支援〜

「ALSの症状や経過、支援について」

講師：南京都病院 脳神経内科医師 山本 兼司 氏
＜ミニ講義＞

事例提供者：山城北保健所 保健課感染症・難病係＜事例紹介＞

・どんな制度があるの？
・いつから関わるの？
・他の病気と何が違うの？

経験の有無は
関係なし！！


